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データ選択

このアイコンをダブルクリックすると、プログラムが起動します。

起動すると、販売大臣のデータの選択画面が出ますので、

データが複数ある場合は、使用するデータを選択してOKボタンを押してください。

キャンセルボタンを押すと、プログラムが終了します。
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事務次官―トップ画面―

起動してすぐに表示される画面です。

終了ボタンを押すと、プログラムが終了します。

ファイル
　終了・・・プログラムを終了します
メンテナンス
　担当者・・・FileMakerに送る担当者を選択します。
　得意先・・・FileMakerに送る得意先を選択します。
　仕入先・・・FileMakerに送る仕入先を選択します。
　倉庫・・・FileMakerに送る倉庫を選択します。
　現場・・・FileMakerに送る現場を選択します。
　商品部門・・・FileMakerに送る商品分類を選択し
ます。
　商品カタログ・・・FileMakerに送る商品を選択しま
す。
　規定値・・・設定を行います
　大臣設定・・・設定を行います。
サーバ
　得意先残更新・・・大臣から売掛残を取得します。
　商品在庫更新・・・大臣から商品在庫を取得します。
　見積伝票更新・・・大臣から見積伝票データを取
得します。
　売上伝票更新・・・大臣から売上伝票データを取
得します。
　仕入伝票更新・・・大臣から仕入伝票データを取
得します。
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メンテナンス―担当者・現場・倉庫・仕入先・商品部門―

応研・販売大臣に登録されている担
当者一覧から、FileMakerで使用した
い担当者を選択し、ダブルクリックす
ると、FileMakerで使用する担当者一
覧に追加されます。

FileMakerから担当者を減らしたい場
合は、Web公開する担当者一覧から、
減らしたい担当者を選択し、ダブルク
リックしてください。Web公開する担当
者一覧から、選択した担当者がなくな
ります。

変更を行った場合は、サーバー
を更新してください。しない場合
は、マスタは変更されません。

担当者・現場・倉庫・仕入先・商品部門のメンテナンス処理は同じですので、担当者で説明をします。
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メンテナンス―得意先―

登録された得意先
の検索をします。

販売大臣に登録され
たデータを取得します。

変更を行った場合は、サーバーを更新してください
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メンテナンス―得意先の選択、選択解除―

FileMakerに送りたい得意先をダブルクリックす
ると、左画像のような画面が開きます。

閉じるを押すと、得意先は登録されません。

確定を押すと、この得意先はFileMakerに送ら
れます。

FileMakerから消したい得意先をダブルクリッ
クすると、右画像のような画面が開きます。

確定、閉じるを押すと、このデータは
FileMakerに残り、Web公開しないボタンを押
すと、このデータはFileMakerからなくなります。



7

メンテナンス―商品カタログ―

登録された商品の
検索をします。

販売大臣に登録され
たデータを取得します。

変更を行った場合は、サーバーを更新してください
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メンテナンス―商品カタログ（商品登録）―

ダブルクリックして
商品を登録する際、
最後尾に追加する
か、今選んでいる
商品の下に登録す
るか選択します。

登録した順番で、
FileMakerで表示
されます。

商品を登録した後に順番を変える場合は、このボタンを使用します。

リストから削除を選ぶと、FileMakerからその商品が削除されます。
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メンテナンス―商品カタログ（商品詳細）―

FileMakerに商品を送るようにし、
リストから商品を選んでダブルクリッ
クすると、上の画面が開き、ここで
商品名、部門、単価等の確認が
出来ます。

画像は、大臣から持ってきたもの
を設定しますが、参照ボタンから
他の画像を選択することも可能で
す。

変更を行った際は、確定を押してください。

取消ボタンを押すと、変更を反映せずにこの画
面を閉じます。
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メンテナンス―規定値―

データ監視間隔：FileMakerから出力されたデータを取り込む際に、何分間隔でデータを確
認し、取り込むか指定します。

データ削除日数：指定した日数よりも前のデータを、処理済のデータ一覧に表示しないよう
にします。

FileMakerパス：FileMakerプログラムの置かれたフォルダを指定します。ここが正確に指
定されていない場合、マスタファイルの更新、売上データの受信が正確に行われません。

登録ボタンを押すと、変更を反映します。閉じるを押すと、反映せずに設定を終了します。
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メンテナンス―大臣設定―

現場：販売大臣で、現場をどれに割り当てて
いるか指定します。

大臣見積データ受信フォルダ：販売大臣で
見積伝票データを出力した際、指定したフォ
ルダをここで指定します。その下のファイル
名の欄に、その際のファイル名を記述します。

FileMaker見積データ出力フォルダ：
FileMakerで入力された見積伝票データを、
販売大臣用に変換したファイルを置く場所を
指定します。ファイル名は、その際になんと
言う名前で登録するか指定します。

登録ボタンを押すと、変更を反映します。キャンセルを押すと、反映せずに設定を終了します。
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サーバー

サーバーで処理を行うと、各メッセージが表示され、処理が完了すると更新しました、
とメッセージが表示されます。
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サーバー―見積伝票更新―

見積のデータは、自動で取得してくることが出来ません。販売大臣で、見積伝票のデータを出力
し、その出力されたデータを、事務次官でFileMaker用に変換し、送信します。

大臣のデータ出力の方法は、P25をご覧ください。

見積のデータは、大臣設定のこの場所
で指定された場所から取得してきます。
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データの受信

データを受信すると、トップ画面が変わり、受信したデータを見ることが出来ます。

データの受信は、規定値で指定した時間ごとの受信と、今すぐ受信ボタンを押して受信する方
法の二つあります。
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データ詳細

詳細を見たい伝票を選択してダブルクリックするか、下の明細参照ボタンを押すと、その伝
票の詳細を見ることが出来ます。

ここで、担当者、伝票区分、倉庫、現場、数量の変更が可能です。

※　画面・処理に多少の違いはありますが、仕入・売上・倉庫振替・棚
卸とも、方法はほとんど同じです。
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データ詳細（担当者、伝票区分、倉庫、現場変更）

各項目横の変更ボタンを押すと、右図のような画面が開き、各項目ごとに、その項目に登録さ
れたデータが表示されますので、変更したいものを選び、確定ボタンを押してください。閉じる
ボタンでは、変更は反映されません。
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データ詳細（数量変更）

数量の変更を行いたい明細を選択し、数量変更ボタンを押すと、別の画面が開きますので、その画
面で数量を打ちかえて、確定してください。確定を行わず、閉じるボタンで画面を終了させると、変
更は反映されません。

数量、担当者、伝票区分、倉庫、現場いずれか変更をした場合は、更新して閉じるを選択して、詳細画
面を終了させてください。閉じただけでは、変更が反映されません。
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データ削除

送られてきたデータで、間違って入力した伝票があった場合、ここで削除することも可能です。

消したい伝票を選択し、伝票削除のボタンを押してください。選択したデータが削除されます。
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伝票登録

確認、変更を行い、販売大臣に売上伝票として登録するのに問題が無い場合は、すべて大臣に
出力ボタンを押してください。確認のメッセージが表示され、はいを選ぶと登録が行われます。

選択した伝票を大臣に出力ボタンを押すと、現在選んでいる伝票データが登録されます。
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送信したデータ

販売大臣に登録したデータは、処理済のタブを選ぶと、そこで一覧で表示されます。伝票をダブル
クリックすると、詳細を見ることが出来ます。（編集は出来ません）
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見積伝票変換

見積伝票データ変換ボタンを押すと、FileMakerから出力された見積のデータを、販売大臣に
登録するのに適した形式に変換し、出力しなおします。その際は、大臣設定の四角で囲った
欄で指定された場所、名前で出力されます。
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販売大臣

デスクトップのこのアイコンをダブルクリックして、販売大臣を起動します。

販売大臣を開くと、データ選択の画面が開かれますので、開きたいデータを選び、F12キーを
押すか、上の決定ボタンを押して、データを開いてください。
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販売大臣―売上伝票―

Web事務次官から送信した売上データを確認したい場合は、日常処理→伝票入力・発行→伝票入力[売上・受注]を選択して
ください。

仕入伝票の確認の際には、その下、伝票入力[仕入・発注]を選択してください。
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売上伝票確認

伝票を開き、F4、F5で前の伝票、後の伝票を見れますので、それで、データが送られていることを
確認してください。
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販売大臣―倉庫振替－

Web事務次官から送信した倉庫振替データを確認したい場合は、倉庫・在庫管理→倉庫・在庫管理→倉庫間移動伝票を選
択してください。
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倉庫振替伝票確認

伝票を開き、F4、F5で前の伝票、後の伝票を見れますので、それで、データが送られていることを
確認してください。
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販売大臣―棚卸－

Web事務次官から送信した倉庫振替データを確認したい場合は、倉庫・在庫管理→倉庫・在庫管理→棚卸入力を選択してく
ださい。
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棚卸確認

棚卸日、実残が書き換わっていることを確かめてください。
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販売大臣―見積伝票出力―

繰越・特殊処理のデータ入出力→伝票データ作成→見積・在庫関連・倉庫間タブ→見積伝票に
チェックをし、作成ボタンを押すと、指定した場所に見積伝票のデータが出力されます。

Web事務次官では、この出力されたデータを元に、FileMakerにデータを送信します。
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販売大臣―見積伝票受入―

データの出力と同様に、データ入出力を押し、先ほどの伝票データ作成のすぐ下のデータ受入を押
して、右画面を開きます。下の方へ移動すると、見積伝票の受信のチェック欄がありますので、チェッ
クをして、受入元をWeb事務次官で指定した出力先のパス、ファイル名と同じにして、受入開始を
押してください。
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販売大臣―見積伝票―

Web事務次官から送信した見積データを確認したい場合は、日常処理→見積入力・発行→見積
入力を選択してください。
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見積伝票確認

伝票を開き、F4、F5で前の伝票、後の伝票を見れますので、それで、データが送られていることを
確認してください。


